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同
じ
よ
う
な
句
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
こ
う
い

う
の
も
あ
り
ま
し
た
。「
食
べ
る
ね
る
お
ふ
ろ
に
入
る
し
あ
わ
せ
だ
」

と
「
食
べ
て
ね
て
お
ふ
ろ
に
入
っ
て
幸
せ
だ
」
で
す
。
ね
、
言
っ

て
る
こ
と
が
同
じ
で
し
ょ
？

　

同
じ
題
で
よ
そ
の
人
と
違
う
こ
と
を
書
く
っ
て
大
変
だ
け
ど
、

が
ん
ば
っ
て
自
分
だ
け
の
句
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

人
位　

惺
子
さ
ん
、
焼
き
肉
が
大
好
き
な
ん
だ
ね
。
好
き
な
も
の

を
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
っ
て
幸
せ
だ
よ
ね
。

地
位　

留
唯
さ
ん
、
雪
が
降
る
か
ら
幸
せ
だ
と
い
う
句
は
こ
の
句

だ
け
で
し
た
。
誰
も
気
付
か
な
い
と
こ
ろ
に
気
が
付
く
っ
て
す
ご

い
ん
だ
よ
。
雪
が
降
る
と
、ス
キ
ー
や
雪
合
戦
と
か
で
き
る
も
ん
ね
。

天
位　

葵
く
ん
、
実
は
こ
の
句
と
同
じ
よ
う
な
句
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
ほ
か
の
句
は
「
家
族
が
い
る
か
ら
幸
せ
」
と
い
う
内

容
な
の
に
、
葵
く
ん
は
「
幸
せ
」
か
ら
「
で
か
け
よ
う
」
へ
発
展

さ
せ
て
い
て
、
そ
こ
が
良
か
っ
た
。
天
位
、
お
め
で
と
う
。

佳
作　

幸
せ
を
辛
せ
と
書
い
て
ま
ち
が
え
た　
　
　
　

　
　
４
年　

広
田
大
和

　
　
　

お
ん
せ
ん
は
あ
っ
た
か
ぽ
か
ぽ
か
幸
せ
だ　
　
　
　

５
年　

吉
田　

晶

　
　
　

暑
い
日
の
つ
め
た
い
ア
イ
ス
し
あ
わ
せ
だ　
　
　
　

４
年　

佐
々
木
由
布
子　

　
　
　

か
あ
さ
ん
の
お
い
し
い
ご
は
ん
し
あ
わ
せ
だ　
　
　

２
年　

阿
保
凛
太
郎

　
　
　

し
あ
わ
せ
だ
ゲ
ー
ム
を
い
っ
ぱ
い
で
き
る
か
ら　
　

２
年　

阿
保
慧
太
郎　
　

　
　
　

い
え
つ
い
て
お
い
し
い
ご
は
ん
幸
せ
だ　
　
　
　
　

５
年　

八
戸
怜
桜　
　
　

　
　
　

ゲ
ー
ム
と
か
し
て
い
る
時
が
幸
せ
だ　
　
　
　
　
　

６
年　

磯
部
俊
也

　
　
　

金
曜
日
こ
の
日
終
わ
っ
て
土
日
だ
な　
　
　
　
　
　

６
年　

小
鹿
寛
弥

　
　
　

し
あ
わ
せ
は
ト
マ
ト
か
み
し
め
た
べ
る
ん
だ　
　
　

３
年　

藤
本
琉
愛　
　
　

　
　
　

し
あ
わ
せ
は
お
い
し
い
み
か
ん
を
食
べ
た
と
き　
　

２
年　

工
藤
琉
伊

五
客　

あ
っ
た
か
い
ふ
と
ん
の
中
は
さ
い
こ
う
だ　
　
　
　

２
年　

磯
部
凛
香　
　
　

　
　
　

漢
検
で
合
格
し
た
ら
う
れ
し
い
な　
　
　
　
　
　
　

３
年　

松
本
羽
瑠
斗

　
　
　

給
食
で
か
ら
あ
げ
で
た
ら
幸
せ
だ　
　
　
　
　
　
　

５
年　

坂
本　

廉

　
　
　

幸
せ
だ
ポ
テ
チ
食
べ
て
も
ふ
と
ら
な
い　
　
　
　
　

４
年　

藤
本
琉
歌

　
　
　

幸
せ
は
下
に
￥
（
お
か
ね
）
が
は
い
っ
て
る　
　
　

６
年　

稲
葉
疾
風

人
位　

焼
き
肉
を
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
い
な　
　
　
　

６
年　

石
田
惺
子

地
位　

し
あ
わ
せ
だ
ゆ
き
が
ふ
っ
て
て
う
れ
し
い
な　
　
　

４
年　

木
村
留
唯

　　しあわせだかぞくみんなででかけよう
天位　６年　相

そうま

馬　葵
あおい

No.187 お題『幸せ』

２
月
号
は
お
休
み
で
す

３
月
号
の
お
題
は
「
紙
」
で
す

1 月 18 日は「118 番の日」

「118 番」は海上における事件・
事故の緊急通報用電話番号です

・海難人身事故に遭遇した 
・不審船を発見した
・密輸・密航事犯の情報を得た
・油の排出等を発見した…等

海の ｢もしも ｣は 118 番！
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１
心豊かな一年になりますように！

　目　次

○新年のごあいさつ　・・・・・・１
○村の出来事　・・・・・・・・・２
○よもぎたトピックス　・・・・・４
○総合カレンダー　・・・・・・・５
○こんにちは！保健師です　・・・７
○お知らせ　・・・・・・・・・・８
○児童川柳　・・・・・・・・・１１

話題の本、
読みませんか？

○熱帯　　　　　　森見登美彦　著
○この嘘がばれないように
　　　　　　　　　　川口俊和　著
○世にも奇妙な物語　
　　　　　　　　　朝井リョウ　著
○悪いものが、来ませんように
　　　　　　　　　　　芦沢央　著
○このあとどうしちゃおう
　　　　　　ヨシタケシンスケ　著
○ E.T　  メリッサ・マシスン　原作
スティーブン・スピルバーグ　監修
○パッチワーク教室 2019 年冬号
　　　　　　　ブティック社　出版
○昨日がなければ明日はない
　　　　　　　　　宮部みゆき　著
○十津川警部愛と祈りの JR 身延線
　　　　　　　　　西村京太郎　著

※この他にも多数取り揃えています。
※リクエストの多い図書は入荷を検
　討しますので、お気軽にお声がけ
　ください。

▶問い合わせ
　蓬田村教育委員会　☎ 31-3111

　ふるさと総合センターの新刊図書
を紹介します。この機会にぜひご利
用ください。
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村制施行百三十周年に
　　　　村の歴史を再認識

蓬田村長　久　慈　修　一　
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新年のごあいさつ
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平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九

年
）
の
年
頭
に
当
た
り
村
民
の

皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
村
政
の
運
営
、

推
進
に
村
民
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
日
本
各
地
で
集
中
豪
雨
や

台
風
上
陸
そ
し
て
地
震
な
ど
の

自
然
災
害
が
多
発
し
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
我

が
村
で
は
大
き
な
災
害
に
よ
る

被
害
が
な
く
、
安
堵
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
稲
作

に
お
い
て
は
、
米
の
生
産
量
が
平

年
作
以
上
の
見
込
み
か
ら
最
終

的
に
平
年
作
に
修
正
さ
れ
ま
し

た
が
、
価
格
は
一
二
，
〇
〇
〇

円（
ま
っ
し
ぐ
ら
価
格
）と
な
り
、

ど
う
に
か
安
心
で
き
る
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
漁
業

で
は
、
半
成
貝
で
百
四
十
円
（
キ

ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
）
で
推
移
し

好
調
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
我
が
村
の
場
合
、

数
十
年
以
来
人
口
減
少
が
続
い

て
お
り
、
三
年
前
か
ら
人
口
減

少
を
食
い
止
め
よ
う
と
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
計

画
を
策
定
し
事
業
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
具
体
的
な
成
果
が

ま
だ
見
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
一
年
四
月

に
は
平
成
が
終
わ
り
、
ま
た
、

十
月
に
は
消
費
税
が
一
〇
パ
ー

セ
ン
ト
に
な
る
予
定
で
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
、
今
年
の
主

な
る
政
策
を
次
に
概
略
的
に
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。

一
、
農
業
振
興
施
策
の

　
　
　
　
　
　
　
　
推
進

　

今
年
の
コ
メ
の
作
付
面
積
は
、

昨
年
と
同
じ
く
ら
い
を
予
想
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
マ
ト
生

産
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
推
進

し
て
参
り
ま
す
。
他
方
で
は
、

転
作
に
よ
る
高
収
益
作
物
で
あ

り
ま
す
「
タ
マ
ネ
ギ
」
の
特
産

品
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成

三
十
一
年
で
は
前
年
よ
り
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
多
い
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
作
付
け
目
標
と
し
て
お
り
ま

す
。
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
は
需
要
が
高
ま

る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
養

殖
残
渣
堆
肥
を
活
用
し
た
資
源

循
環
型
特
産
品
を
目
指
し
て
、

作
付
面
積
を
増
や
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
よ
も
ぎ
た
」
に
よ

る
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
残
渣
堆
肥

の
配
布
事
業
は
、
大
変
好
評
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
本
年
も
実
施

し
て
い
た
だ
く
よ
う
村
、
漁
協
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
協
議
し
て
い
く
予
定

で
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

二
、
漁
業
振
興
施
策
の

　
　
　
　
　
　
　
　
推
進

　

本
村
の
漁
業
の
中
心
は
ホ
タ

テ
養
殖
産
業
で
す
。
後
継
者
対

策
や
労
働
力
確
保
の
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
安
定
的
な
生
産
を

目
指
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き

ほ
た
て
特
定
養
殖
共
済
事
業
な

ど
の
活
用
に
よ
り
所
得
対
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
と
共

に
、
ナ
マ
コ
な
ど
栽
培
漁
業
等

の
振
興
を
図
り
、
漁
業
経
営
の

安
定
化
対
策
と
地
域
活
性
化
対

策
に
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

三
、
村
制
施
行
百
三
十

　
周
年
記
念
事
業
の
実
施

　

平
成
三
十
一
年
は
、
村
制
施

行
百
三
十
周
年
の
節
目
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
明
治
二
十
二
年

の
町
村
制
施
行
以
来
、
昭
和
の

大
合
併
、
平
成
の
大
合
併
が
あ

り
ま
し
た
が
、
一
村
独
立
を
掲

げ
て
合
併
し
な
い
で
こ
こ
ま
で

来
ま
し
た
。
蓬
田
村
の
歴
史
と

存
在
意
義
を
再
認
識
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

村
史
の
復
刻
版
の
発
行
、「
ヨ

モ
ッ
ト
く
ん
」
の
着
ぐ
る
み
の

発
表
会
な
ど
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

　

主
な
る
施
策
を
掲
げ
ま
し
た

が
、
こ
の
他
に
、
昨
年
か
ら
新

型
の
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
し
て
お
り
、
二
年

後
を
目
途
に
希
望
者
へ
の
戸
別

受
信
機
の
設
置
を
進
め
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。
防
災
上
、

さ
ら
に
は
村
民
の
生
活
向
上
の

た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
目
線
に
立
ち
、
役
場
職
員
一

同
、
一
丸
と
な
っ
て
村
政
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
程
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

  

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良

い
希
望
に
満
ち
た
年
で
あ
る
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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　村の出来事

第 36回蓬田村社会福祉大会

　蓬田村社会福祉大会がふるさと総合セン
ターで開催され、福祉団体役員として功績の
あった坂本萬太郎さん（中沢）、張間慶子さん
（長科）、森ヒサさん（阿弥陀川）、清水幸子さ
ん（蓬田）を表彰しました。また、福祉活動
への協力援助に対する感謝の意として蓬田村
婦人ボランティアに感謝状を手渡しました。
　名誉大会長の久慈村長は「これからも社会
福祉の発展に尽力をお願いします」と挨拶し
ました。式典後は歌や踊りなどのアトラクショ
ンが行われ、参加者を楽しませていました。

健康で心豊かな人生を11
　22／

蓬田村租税教室

　税の役割を正しく理解してもらうことを目的として、
蓬田中学校３年生を対象とした租税教室が開催されまし
た。村税務課職員が講師となり、税金の種類や村の税の
使い道などを解説しました。生徒たちは、教育費などの
身近な例を通して生活と税の関わりを知り、税の役割や
納税の義務を果たすことの大切さを学びました。

税の大切さを楽しく学ぶ11
　21／

▲税金のイメージについて意見を出し合いました

１　表彰を受ける森ヒサさん
２　「よさこいソーラン」を踊る
　　保育園児たち
３　「北海暴れん坊」を踊る瀬辺地
　　福寿会のみなさん
４　「天竜流し」を歌う森日東さん
５　「恋のバカンス」を踊る瀬辺地
　　赤十字奉仕団のみなさん

５

１

４

２ ３

蟹田ライオンズクラブより学校へ寄贈
　11 月 28 日（水）、蟹田ライオンズクラブの八戸茂
武会長ら３名が役場を訪れ、「学校教育に役立ててく
ださい」とコピー用紙５千枚の寄贈目録を工藤副村長
に手渡しました。
　コピー用紙は蓬田小学校と蓬田中学校に届けられ、
大切に使用されています。あたたかいご厚意に感謝い
たします。

▲八戸会長（左）と工藤副村長（右）
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子ども会冬季レクリエーション大会

　子ども会冬季レクリエーション大会がトレーニングセ
ンターで行われました。参加者は、用具を使って様々な
音楽に合わせて体を動かす「３Ｂ体操」や、従来の鬼ごっ
こにスポーツ的な要素を加えた新しい競技の「スポーツ
鬼ごっこ」で汗を流しました。終了後には漁協女性部か
ら昼食の提供があり、楽しいひとときを過ごしました。

寒い冬は運動をして温まろう 12
      ９／

▲ベルという道具を使ってたくさんの友達と交流しました

　よもぎたトピックス 　村の出来事

　　

　11月 27日、ふるさと総合センター
で行われた大人の教養講座に参加し
たアシュリー。お茶席のマナーを学
び、本格的な抹茶を味わいました。

        ALT アシュリーが村内の色々な場所や
        食べ物を体験して、蓬田を再発見します！

★日本茶のおいしい飲み方★

 I recently attended a green tea event at the Furusato Center. I really love drinking tea, 
so I was excited about attending this event. During the event, I drank green tea, ate 
Japanese sweets and was taught how to make tea like in the tea ceremony. The first 
time I tried making tea, I did not whisk it enough and it tasted very bitter. The second 
time, I put a lot of strength into whisking the tea until a light green foam appeared. 
When I tasted the tea, it tasted very good and wasn't bitter at all!

（意訳：私は最近、ふるさと総合センターで抹茶のイベントに参加しました。私はお茶を
飲むのが本当に好きなので、このイベントに参加することにわくわくしました。イベン
トでは、抹茶を飲んで、日本のお菓子を食べて、お茶席での抹茶の作り方を教わりました。
１回目に抹茶を作った時は、十分に泡立てなかったので、とても苦かったです。２回目は、
淡い緑色の泡ができるまで泡立てるのに力を入れました。その抹茶を飲んでみると、苦
くなくて、とても良い味わいでした。）

アシュリーの
ワンポイント
　レッスン！

A
アンティオキシデント

ntioxidant(s) ･･･ 抗酸化物質。よく知られている抗酸化物質には、酸化の有害な影響を消してくれるビタミン C, ビ　
　　　　　　　　タミン E, ベータカロチンなどの酵素が含まれます。抗酸化物質は肌に良いので、健康的な肌になり　
　　　　　　　　たい時は、緑茶をたくさん飲んでください。

アシュリーと
　　　　行く！

新

　 19

▶
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◀
飲
む
前
に
茶
碗
を
回
し
ま
す

行政懇談会

　ふるさと総合センターにおいて、今年度２回目となる
行政懇談会が開かれました。久慈村長をはじめ、各自治
会長、役場各課長らが出席しました。懇談会は行政と住
民がともに今後の村づくりを考えていく場として開かれ
るもので、各自治会から現状や課題が報告され、行政と
の意見交換がされました。その中から一部の概要をご紹
介します。

住民の声を行政運営に反映 12
      13／

▲各自治会からの要望について話し合いました

　ふるさと総合センターを会場に、役場住民課が 12月より
開催している、介護予防を目的とした「高齢者のための健康
講座」について紹介します。

■対　象　65 歳以上の要介護認定を受けていない全ての方  
　　　　　を対象に行った基本チェックリストで、介護予防
　　　　　の取り組みが必要と判定された方
■開催日　12月から平成 31年３月まで毎月２回程度
■内　容　運動指導士による健康運動教室、栄養士による調
　　　　　理実習、歯科医師による診察と講話など

　12 月５日（水）の第１回目の講座には事前申込みをした
約 25名が参加しました。体力測定で自分の身体の状態を把
握したり、認知症講話で知識を深めたりしました。
　住み慣れた地域で自分らしく健康で暮らし続けるために
は、運動や栄養、口腔ケアなどに継続的に取り組むことが大
切です。自分らしい生活を長く続けていけるように、元気な
うちから介護予防に取り組みましょう。　

高齢者のための健康講座
介護予防のために 12月より毎月２回程度開催

　村内放送について

　今年度、防災無線放送設備を新型にする工事
を進めているところです。この放送設備を整備
後、放送が聞きづらい箇所等の確認を行います。
どうしても聞きづらく、放送の内容が理解でき
ない箇所等については、個別受信機等で対応す
ることになるかと思います。

　今年度、防災無線放送設備を新型にする工事
を進めているところです。この放送設備を整備

　自主防災組織について

　先般、県危機管理課より、年度内に「自主防
災体験研修会」を開催したいとの連絡がありま
した。この機会に自治会の皆様に講演等へ参加
していただき、自主防災についての理解を深め
ていただき、その後、今後の方針等を検討して
いきたいと考えています。

　先般、県危機管理課より、年度内に「自主防
災体験研修会」を開催したいとの連絡がありま

▲歩行速度の測定など５種類の体力測定を実施

▲村保健師による認知症についての講座

吉田隆繁さんが「あおもり土づくりの匠」に
　高度な土づくりを実践し、地域農業の指導的な役割
を担う農業者として青森県が認定する「あおもり土づ
くりの匠」に吉田隆繁さん（中沢）ら県内７名の農家
が認定されました。吉田さんは、土壌診断に基づく適
正施肥や、肥効調節型肥料の利用による化学農薬や化
学肥料の削減、また「全国土の会」青森県支部長として、
適正施肥技術の普及に努めてこられました。

▲ 12 月 12 日、青森市で行われた認定証書授与式
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◆高齢者のための健康講座
　10:00~12:00
◆英会話教室 18:00~

日 月 火 水 木 金 土

1 ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13

20

27

14 15 16 17 18 19

21 22 23 24 25 26

28 29 30

燃えるごみ（40cm未満） 缶・ペットボトル・ビン北
燃えるごみ（40cm未満）

北
南

燃えるごみ（40 ～ 60cm）
缶・ペットボトル・ビン

北
南 燃えるごみ（40cm未満）南

燃えないごみ
燃えるごみ（40cm未満）

北
南

燃えるごみ（40cm未満）
燃えないごみ

北
南 燃えるごみ（40 ～ 60cm）南

缶・ペットボトル・ビン
燃えるごみ（40cm未満）

北
南 燃えるごみ（40cm未満）南

燃えるごみ（40cm未満） 燃えないごみ北
燃えるごみ（40cm未満）

北
南

北 南 古紙類

北 南 特殊なごみ
（電球・蛍光灯・乾電池など）

１
2019

月

６ ５

総合カレンダー

○ごみ収集日
　　　･･･ 蓬田・宮本・郷沢・瀬辺地・広瀬・高根
　　　･･･ 中沢・長科・阿弥陀川

※ごみは収集日当日の朝 6:30 までに出してください。
※粗大ごみは収集場所に出さないでください。
▶問い合わせ　健康福祉課　☎ 27-2111（内線 403）

　　　･･･ 蓬田・宮本・郷沢・瀬辺地・広瀬・高根北
　　　･･南

○行事開催場所

◆障害者訓練教室

◆障害者訓練教室

◆障害者訓練教室

◆いきいきなどわどサロン
◆子育て相談  10:00~12:00
◆子育てサークル

◆いきいきなどわどサロン
◆すくすくよもぎっ子教室
　離乳食　10:00~12:00
◆子育てサークル

ふ

○障害者訓練教室
　（毎週火曜日）
　障害者手帳をお持ちでバス停まで通える方
が対象です。送迎バス有。時間等の詳細はお
問い合わせください。
▶問い合わせ　
　健康福祉課　☎ 27-2111（内線 403）

※予定は変更されることが
　ありますので、確認をお
　願いします。

戸 籍 の 窓 口

区分 人口 前月比
総人口 2,813 　－  ６
男 1,363 　－  ２
女 1,450 　－  ４
世帯数 1,151 　－  ２

　　　　　【 11 月受付分】（敬称略）　　　

　　■お誕生おめでとうございます

　　 吉田　稔
じん

 　  （　    　   （中　　沢）
                  　　      　男の子 

        石田　珠
たまき

己   （　    　   （阿弥陀川）
                  　　      　女の子 

　　　 ■蓬田村の人口（11月 30 日現在）

◆一般高齢者教室

◆一般高齢者教室

◆一般高齢者教室

　　　 

○いきいきなどわどサロン
　（毎週木曜日　9:00~15:00）
　65 歳以上のシニア世代を中心にどなたで
も利用できます。各自で会場へお越しくだ
さい。詳細はお問い合わせください。
▶問い合わせ　
　住民課　☎ 27-2111（内線 302）

○一般高齢者教室
　（毎週月曜日・金曜日
　　　　　　10:00~14:00）
　対象は 65 歳以上で、送迎バス
有。詳細はお問い合わせください。
▶問い合わせ　住民課
　☎ 27-2111（内線 302）

◆高齢者のための健康講座
　10:00~12:00

◆村民スキー教室（～ 11 日）

◆いきいきなどわどサロン
◆子育てサークル
◆こころのサロン

和則
寛子

ふ

　　　･･･ ふるさと総合センター
　　　･･･ 蓬田村役場
　　　･･･ トレーニングセンター
　　　･･･ 蓬田診療所
　　　･･･ よもぎ温泉
　　　･･･ 蓬生園

　　　･･･ ふるさと総合センター　　　･･･ ふるさと総合センターふ
　　　･･･ 蓬田村役場　　　･･･ 蓬田村役場役
　　　･･･ トレーニングセンター　　　･･･ トレーニングセンタート
　　　･･･ 蓬田診療所　　　･･･ 蓬田診療所診
　　　･･･ よもぎ温泉　　　･･･ よもぎ温泉よ
　　　･･･ 蓬生園　　　･･･ 蓬生園蓬

◆よもぎ温泉定休日
◆障害者訓練教室

ふ ふ

アシュリーの英会話教室
次回は１月 16日（水）
　　時間：午後６時～
　　場所：ふるさと
　　　　　　総合センター
　　　　　☎ 31‐3111

Let's enjoy English ♪

◆書き初め大会　9:30~
◆一般高齢者教室

◆一般高齢者教室

燃えるごみ（40cm未満）北

ふ

◆いきいきなどわどサロン
◆子育てサークル ふ

ふ 　
ふ

燃えるごみ（40cm未満）
缶・ペットボトル・ビン

北
南

燃えるごみ（40cm未満）南

ふ

ふ

ふ

ふ

よ

よ

よ

よ

よ

ふ

○元旦

31

燃えるごみ（40cm未満）
燃えないごみ

北
南

○成人の日

ふ
ふ

ふ

ふ

小夏

ふ

ふ

◆高齢者のための健康講座
　10:00~12:00 ふ

よもぎ温泉臨時休業日よもぎ温泉臨時休業日よもぎ温泉定休日

よもぎ温泉臨時営業日
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お知らせ こんにちは！保健師です
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住民健診精密検査は受けられましたか？
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早
め
の
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防
と

　
治
療
・
重
症
化
予
防

　温泉の設備改修に伴い、以下の日程を臨時休業日と臨時営業日とします。大変ご迷惑をおかけしますが、よ
ろしくお願いします。

平成 31年度認定こども園の入所手続きについて

▼申込み・問い合わせ　役場　健康福祉課　☎ 27‐2111（内線 401）

■提出期間　　平成 31 年４月１日からの入所（園）を希望の場合は、
　　　　　　　平成 31 年２月１日（金）から２月 20 日（水）までに下記書類の提出をお願いします。
　　　　　　　※ただし、年度途中の入所は随時受け付けております。

■提出場所　　役場　健康福祉課　

■申込書配布　◎新規入所の方 ･･･ １月 15日（火）から役場窓口で配布します。
　　　　　　　◎継続利用の方 ･･･ １月中旬頃、現況届を配布します。

■提出書類　　平成 31年度４月１日時点での状況（見込み）でご記入ください。

　　　　　　※就労の場合、保育が必要と認められる要件は、「月 48時間以上」となります。
　　　　　　　また、家庭の就労実態に応じて保育所等の利用時間が標準時間と短時間に分けられます。

■保育料の　　利用者負担額（保育料）は、市町村民税額によって算定されます。　
　計算方法　　税額に変更があった場合は、保育料の変更が伴いますので、お知らせください。
　　　　　　　また、毎年９月分から算定に用いる税額年度が切り替わるため、年度途中より利用者負担額
　　　　　　　（保育料）が変更となる可能性があります。詳しくは健康福祉課までお問い合わせください。

１
 新規  新規支給認定申請書 兼 保育利用申込書

 継続  継続施設型給付費・地域型保育給付費等現況届

２
 在職（内定）証明書または保育を必要とする事由が証明できるもの
 （母子手帳の写 ､通院（入院）証明書、被災・罹災証明書、就労予定申立書等）

以下、該当する方のみ提出してください

３
 平成 30 年 1 月 1 日時点で村内に住所の無い方は前住所地で発行している
 児童の扶養義務者（父･母）の平成30年度所得課税証明書が必要です。（市町村税がわかるもの）

４  児童本人または同居者が、身体障害者手帳・愛護手帳等をお持ちの方は、手帳のコピー
５  家庭状況等に変更が生じた方は支給認定変更申請書

蓬田村成人風しん予防接種費用助成事業について
　村では、風しんの抗体検査や予防接種に係る費
用を全額助成する事業を行っています。風しんは
感染者の飛まつ（唾液のしぶき）などによって他
の人にうつる感染症です。妊娠初期の女性が風し
んに感染すると、胎児が目や耳、心臓に障害をもっ
て生まれてくる可能性があります。風しんからお
腹の子どもを守るために、抗体検査・予防接種を
受けましょう。

■対象者
　（１）妊娠を予定または希望している女性及びそ
　　　  の夫
　（２）妊娠をしている女性の夫
　（３）妊娠している女性の同居家族
※過去に風しん罹患歴がある方及びすでに２回以
　上予防接種を受けている方は除く。
※詳細についてはお問い合わせください。

▼問い合わせ
　役場　健康福祉課　☎ 27-2111（内線 405）

よもぎ温泉の臨時休業と臨時営業のお知らせ

　■臨時休
● ●

業日
　平成 31年 1月 15 日（火）　定休日
　平成 31年１月 16 日（水）　臨時休業日
　平成 31年１月 17 日（木）　臨時休業日

■臨時営
● ●

業日
平成 31 年１月 22 日（火）

▶問い合わせ
　役場　健康福祉課　☎ 27-2111（内線 402）



広報よもぎた　　広報よもぎた

■
日
時　
平
成
31
年
１
月
21
日

（
月
）　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

■
内
容　
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ

い
て
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
電

話
相
談
。

■
対
象　
Ｂ
型
肝
炎
患
者
又
は

そ
の
家
族

■
相
談
電
話
の
番
号

☎
０
２
２
‐
７
２
１
‐
１
０
９
１

☎
０
２
２
‐
７
２
１
‐
１
０
９
２

　

青
色
申
告
を
行
う
農
業
者

（
個
人
・
法
人
）
は
収
入
保
険

に
加
入
で
き
ま
す
。
収
入
保
険

は
、
全
て
の
農
作
物
を
対
象
に

自
然
災
害
や
価
格
低
下
な
ど
に

よ
る
収
入
減
少
が
生
じ
た
場
合

に
補
償
す
る
保
険
で
す
。
収
入

保
険
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の

農
業
共
済
組
合
に
相
談
願
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

津
軽
広
域
農
業
共
済
組
合

☎
０
１
７
３
‐
３
３
‐
１
５
１
３

東
北
一
斉

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

無
料
電
話
相
談
会

納
税
証
明
書
の
申
請

手
続
き
に
つ
い
て

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
青
森
で
は
、

平
成
31
年
１
月
８
日
（
火
）
か

ら
「
平
日
日
中
に
来
所
で
き
な

い
方
々
」
を
中
心
と
し
て
職
業

相
談
・
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い

る
平
日
夜
間
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

時
間
を
、
火
・
水
・
木
曜
日
の

午
後
５
時
15
分
か
ら
午
後
６
時

30
分
ま
で
に
変
更
し
ま
す
。

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
青
森　

庶
務
課

☎
０
１
７
‐
７
７
６
‐
１
５
６
１

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
医
療
費
控
除
の
領
収
書
を

添
付
ま
た
は
提
示
す
る
代
わ
り

に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

を
作
成
し
添
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
医
療
保
険

者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療
費

通
知
を
添
付
す
る
と
、
明
細
書

の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
青
森
税
務
署

☎
０
１
７
‐
７
７
６
‐
４
２
４
１

１０ ９

お知らせInformation

 

お
知
ら
せ

　

県
税
に
関
わ
る
各
種
納
税

証
明
申
請
書
類
は
、
青
森

県
庁
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.

p
ref.aom

ori.lg.jp
/life/

tax/010_01nouzei.htm
l

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
記
入
方
法
・
本
人
確
認
書

類
等
の
ご
案
内
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
類
一
覧
　

●
自
動
車
税
・
継
続
検
査
用（
軽

自
動
車
以
外
）

●
自
動
車
税
・
滞
納
が
な
い
旨

の
証
明
用
（
軽
自
動
車
以
外
）

●
納
税
証
明
願
（
自
動
車
税
以

外
）

●
納
税
証
明
願
・
納
税
証
明
書

（
各
種
審
査
申
請
用
）

※
自
動
車
税
・
継
続
検
査
用
以

外
に
つ
い
て
は
、
１
件
あ
た
り

県
証
紙
４
０
０
円
の
証
明
手
数

料
が
か
か
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
東
青
地
域
県

民
局　

県
税
部　

納
税
管
理
課

☎
０
１
７
‐
７
３
４
‐
９
９
７
０ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
平

日
夜
間
の
時
間
変
更

　
給
与
所
得
者
の
大
部
分
は
、

年
末
調
整
に
よ
り
所
得
税
・
復

興
特
別
所
得
税
が
精
算
さ
れ
る

た
め
、確
定
申
告
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
給
与
所
得
者
で
も
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
や
、
確
定
申
告
を
す
る

と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
・

復
興
特
別
所
得
税
が
還
付
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
分
の
所
得
税
・
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の

相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
、

平
成
31
年
２
月
18
日
（
月
）
か

ら
３
月
15
日
（
金
）（
土
・
日

曜
を
除
く
）
ま
で
で
す
。
還
付

申
告
は
、
２
月
15
日
（
金
）
以

前
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
書
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.

go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今

年
か
ら
、
事
前
に
税
務
署
で
手

続
き
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ス

マ
ホ
専
用
画
面
か
らe-Tax

で

申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

新成人のみなさんへ　～ 20歳になったら国民年金～
　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、働い
ている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は、20歳以上 60歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう。

医
療
費
控
除
の
明
細

書
添
付
義
務
化

給
与
所
得
者
の

　
　
　
　
確
定
申
告

■医療費通知について
　国の税制改正により、平成 30年１月１日から医
療費通知を確定申告に活用できます。広域連合で
は、今回発送する医療費通知から新たに自己負担
相当分を記載し、平成 30 年からの確定申告時の
医療費控除に活用できるよう様式を改正しました。
　なお、対象期間が平成 30年１～ 12 月診療分の
ため、通知書が届くのは平成 31年２月末頃です。

■事故にあったとき（第三者行為による傷病届等
　について）
　交通事故及びけんか等、第三者の行為による負
傷で、健康保険で治療を受けたときには「第三者
行為による傷病届」を蓬田村役場へご提出くださ
いますようお願いします。
　なお、詳細については蓬田村役場または青森県
後期高齢者医療広域連合へお問い合わせください。

　
差
別
や
虐
待
な
ど
、
様
々
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
付
け
る
相
談
電
話
で
す
。

電
話
は
最
寄
り
の
法
務
局
に
つ

な
が
り
、
相
談
は
法
務
局
職
員

又
は
人
権
擁
護
委
員
が
受
け
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

ま
た
、
青
森
地
方
法
務
局
及

び
支
局
で
は
、
窓
口
で
面
接
に

よ
る
相
談
も
受
け
ま
す
。

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

■
受
付
時
間
　
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
人
権
相
談
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
フ
ォ
ー
ム
に
氏
名
、

相
談
内
容
等
を
記
入
し
て
送
信

す
る
と
、
最
寄
り
の
法
務
局
か

ら
後
日
、
メ
ー
ル
、
電
話
又

は
面
談
に
よ
り
回
答
し
ま
す
。

U
RL

（http://w
w
w
.jinken.

go.jp/

）
又
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
人
権
相
談
」
で
検
索
。

み
ん
な
の
人
権

　
　
　
　
１
１
０
番

▼問い合わせ
　青森県後期高齢者医療広域連合　☎ 017-721-3821　または　役場　住民課　☎ 27-2111（内線 304）

　保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を受け取ることができない場合があります。また、保険料に
は学生納付特例制度、納付猶予制度の他、免除制度があります。
　国民年金のご相談・お手続きについては、青森年金事務所または役場住民課までお問い合わせください。

▼問い合わせ
　青森年金事務所　☎ 017-734-7498　または　役場　住民課　☎ 27-2111（内線 304）

　

■将来の大きな支えになります！
　国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、
保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定してい
ますし、年金の給付は生涯にわたって保障され
ます。

■老後のためだけのものではありません！
　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほ
か、障害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は、病気や事故で障害が残ったとき
に受け取れます。また、遺族年金は加入者が死
亡した場合、その加入者により生計を維持され
ていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受
け取れます。

■「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本
人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。対象となる学生
は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期
大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び
各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部
の海外大学の日本分校に在学する方です。

■「納付猶予制度」
　学生でない 50歳未満の方で、ご本人及び配偶
者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。
※平成 28年６月以前の期間は、30歳未満であっ
　た期間が対象となります。

国民年金のポイント 「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
人
権
相
談

青
色
申
告
を

　
　
始
め
ま
し
ょ
う


